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研究成果の概要（和文）：地域ビジネスが力を発揮した事例には、担い手が存在している。担い手は地域内の先
導型リーダーだけとは限らず、外部から「発想」を提供する外部力(ヨソモノ)であったり、都市部の「デザイナ
ー」であったり、「作り手」が役割を果たしていることもある。あるいは、外部のファンやボランティア組織の
場合もある。地域ビジネスの担い手の行動の特徴を捉えるため、文献と事例の収集を行った。また、地方圏と都
市圏の相違を分析するために東京都港区のフィールドスタディをすすめ、約9000通の調査票調査をおこなった。
「地域の内部資源の研究」と「地域外からの地域に対する洞察力」の組み合わさを通じて「地域が持つ価値」が
表出される。

研究成果の概要（英文）：In the case where the regional business has demonstrated its power, there 
are people who are involved. The leaders are not limited to leading leaders in the region, they are 
external forces (yousomono) that provide "ideas" from the outside, urban "designers", "makers" play 
a role. Or it may be an external fan or volunteer organization. We gathered documents and case 
examples to capture the characteristics of behaviors of local business leaders. In order to analyze 
the differences between the local area and the metropolitan area, we conducted a field study of 
Minato-ku, Tokyo, and conducted a survey of about 9000 questionnaires. "Value of the region" is 
expressed through a combination of "research on the internal resources of the region" and "insight 
into the region from outside the region".

研究分野： 経営学
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１．研究開始当初の背景 
(1)地域ビジネスが力を発揮した事例は、担

い手が存在していることが多い。 
 
(2)行政の政策の上でも地着ビジネスの担

い手をいかにバックアップするかが大きな政
策課題となっている。 
 

(3)ただし、担い手は地域内のリーダーだけ
とは限らず、外部からのアドバイザーなど外
部力(ヨソモノ)であったり、デザイナーであっ
たり、つくりてが役割を果たしている。ある
いは、ボランティア組織など非営利的な活動
の場合もある。 
 

(4）地域のリーダーや地元の実行部隊と連
携しながら、地方に対する都市部の需要動向
を把握し、企画・デザインを通じてビジネス
モデルを創出し、外部との情報の受発信、あ
るいはマスコミを利用した物語の宣伝などの
活動により販路開拓を行い、地産他消の成果
を生んでいるケースが少なくない。 
 
２．研究の目的 
（1）地域ビジネスの担い手の構造を明らか
にする。例えば、「どのように担い手は地域
の物語をつくるのか」「物語を浸透させるに
はどうしたらよいか」どのように地域外の外
部力（ヨソモノ）を取り込んだらいいのか？」
「地域の担い手の行動は、どのような特徴が
あるか？」といった問いに対応する。 
 
（2）政策的に「どのような担い手の行動が

地域力を生み出すのか？」｢これまでの RIS
（Regional Innovation System：地域イノベ
ーションシステム）は担い手を育ててきたの
か？｣「担い手を育成するにはどのようなゾー
ニングでどのような方策をとるべきか？」と
いった課題に対応する。 
 
３．研究の方法 

1 つの企業ではなく、地域内外の人々のコ

ミュニティの発展フェーズ毎に担い手の研

究を行った。 
地域間の比較を行うため、四国地域と比較

対象地域（東京都港区）のコミュニティを対
象に、調査票調査（アンケート）による定量
的研究と事例研究やインタビュー調査によ
る定性的研究を実施した。 
 

４．研究成果 
（1）都市から地方への「地域性」が高ま

り，新たなライフスタイルを求める人々が若
年層を中心に増えている。「里山資本主義」
など地方の地域からの情報発信が注目され、
課題先進国を救うモデルは，「里山」にある
（藻谷浩介・NHK 広島取材班，2013）とい

う生き方に関心が高まっている。 
「地域性」とは、地域ごとの特徴あるいは地
域ごとの特徴を重視する考え方をさす。「地
域性」の高まりの背景としては，第 1に，2008
年のリーマン・ショックで「グローバルな金
融資本主義」に対して疑問を持つ反グローバ
ルからの「地域性」を持つ人々が増加したこ
とが挙げられる。第 2に，2011 年の東日本大
震災で地域の絆の役割を見直す「地域性」が
強まった。 
「地域性」に注目するのは，全国企業や多

国籍企業といえども，実際のマネジメントに
際しては，ローカルなマネジメント要因が作
用するからでもある。 
 
 （2）地域ビジネスは、内部力（ジモティ）
と外部力（ヨソモノ）による地域コミット
メントと重層的な担い手によるＳＳＳを浸
透させることが有効であることを事例およ
び計量分析で示した。 

 
 
 
（3）ＳＳＳは、地域内の人々が創出する

とは限らず、外部力(ヨソモノ)との連携がも
たらすことが多い。例えば、30 億円以上の
年商を誇る人口 900 人の高知県馬路村で、
「村の生き方」というＳＳＳを通じてゆず
を売るという戦略は、地域の内部力（ジモ
ティ）のリーダーである JA 馬路村組合長
東谷望史氏のほかに、外部力（ヨソモノ）
のプランナー松崎了三氏やデザイナー田上
泰昭氏によって生まれ、Ｕ・Ｉターン者に
よって維持されてきた。 
 
（4）非営利活動が営利性をもたらすこと

が観察された。例えば、瀬戸内国際芸術祭
では、こえび隊という全国から集まったボ
ランティア組織が「美しい島々のアート」
というＳＳＳを戦略化して、オリーブなど
地域産品売上向上など 132 億円の経済効果
を生んだ。 
 
（5）都市部ビジネスにおいても「地域性」

がある。「23区の格差」（池田，2015）など「地



域性」に関心が高まる中で，都市部において
もその地域にあわせたビジネスが存在して
いる。 
地域のアイデンティティを認識して，「地

域性」を見直し，地域資源としていかそうと
する行動は，「都市の中の都市」「東京の中の
東京」の港区にも表れている。そこでは，外
部力と内部力のコンビネーションがみられ
る。すなわち，虎ノ門ヒルズのように，日本
文化と外国文化のコンビネーションが和の
テイストを重視する形で発展するのに加え
て，日本国内の地域性，即ち，都市と地方の
コンビネーションに関心が高まっている。外
国文化に飽き足らない人々が増えて，日本国
内の「地域性」に関心が高まっているともい
えよう。そうした内部力と外部力のコンビネ
ーションを通じて，港区の地域ビジネスが発
展している。 
 「内部力による地域内部資源の研究」と「外
部力からの地域資源に対する洞察力」が組み
合わされることで「地域が持つ価値」が表出
される。 
 
 （6）「地域性」に対する関心は，地域の優
劣をつけようという意味ではない。地域の特
徴を捉えて，地域の魅力，地域資源を改めて
見つけたいという意識の表れと考えられる。
「地域性」は，住民の個性を際立たせてくれ
る存在と考えている。「地域性」を把握する
ことはその地域の魅力を再発見することに
つながる。 
 仕事への満足度は，所得だけで決まるわけ
ではない。多くの移住者は，所得が高いから
移住する訳ではなく，地域での仕事，あるい
は，その地域の働き方，その地域の生き方に
価値を見出してしているから移住するので
ある。 
 さらに，生活への満足度は同じ地域に住め
ば誰しもが一定はなく，住む人それぞれの価
値観で決まる。むしろ，地域それぞれの生き
方こそ最先端であるという考えが広まって
いるといってよい。 
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